
令和７年度 倉敷市立茶屋町小学校 いじめ問題対策基本方針 

い  じ  め  に  関  す  る  現  状  と  課  題 

・本校のいじめ認知件数は増加傾向にあるが、教員の積極的認知を推進している結果でもある。１１００人を超える児童数を考えるといじめの出現率は低いといえ

るが、引き続き、より多角的に児童の様子を把握し、いじめの早期発見、解決の徹底に努める必要がある。 

・認知されたいじめは、学年、学級を問わず発生している。いじめの形態も多様化しており、全校を挙げて対策を講じていく必要がある。さらに、高学年でのネット

やＳＮＳによるいじめを防ぐために情報モラルの授業を行ったり、保護者に対する啓発や研修を行ったりすることも必要であると考える。 

 い じ め 問 題 へ の 対 策 の 基 本 的 な 考 え 方 

・岡山県いじめ問題対策基本方針に基づいて、対策を行う。 

〈重点となる取組〉 

・年２回のなかよし旬間（兼「いじめについて考える週間」）を中心に、友達を大切にしようとする心情や自己有用感を高める取り組みを全校的に行う。 

・毎月行う生徒指導部会及び主任者会において、各学年の教員でいじめに関する情報を共有する場を設け、いじめの早期発見・早期解消につなげる。 

・６月、１０月、２月に児童アンケートを実施するとともに、教育相談週間に一人一人の児童と直接話すことで、いじめの早期発見・早期解消につなげる。 

 
保護者・地域との連携 

〈連携の内容〉 

・学校の教育方針やいじめ問題に対する考

え方をＰＴＡ総会要項で周知し、保護者

の理解を得る。 

・学校評議員や地域の各種団体の方に、地

域での子どもの様子を中心とした情報提

供を呼びかけ、校外でのいじめの早期発

見につなげる。 

・ネットやＳＮＳによるいじめに関する保

護者研修会を実施する。 

 

 

 

 

 

 

関係機関等との連携 

〈連携機関名〉 

・倉敷警察署 

・倉敷児童相談所 

〈連携の内容〉 

・非行防止教室の開催、ネット・ＳＮＳ研

修会への講師派遣、等 

〈学校側の窓口〉 

・教頭 
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 学  校  が  実  施  す  る  取  組 

①
い
じ
め
の
防
止 

（児童の居場所づくり） 

・毎日の授業や学級活動等において、一人一人の児童が活躍できる場を設けることにより、自己有用感を味わうことができるように

するとともに、学級内の人間関係が円滑になるよう配慮し、個々の児童の居場所をしっかりと確保する。 

（情報モラル教育の充実） 

・ネットやＳＮＳによるいじめを防止するために、情報モラルの授業を実施する。内容や時間・回数は、発達段階や学年の実態に応じ

て十分に検討する。 

②
早
期
発
見 

（児童アンケートの実施） 

・６月、１０月、２月に、全校児童を対象としたアンケートを実施し、いじめの早期発見を図る。ＳＮＳに特化したアンケートも行う。 

（教育相談の実施） 

・教育相談週間を年２回設け、担任が一人一人の児童の話にしっかりと耳を傾けることで、いじめの早期発見を図る。 

（情報共有） 

・生徒指導部会で出た話題や、学校評議員等からの情報を全教職員で共有することにより、いじめの早期発見につなげる。 

③
い
じ
め
へ
の
対
処 

 

（いじめの有無の確認） 

・児童がいじめを受けている可能性が明らかになった場合は、担任と生徒指導主事を中心に、すみやかに事実確認を行うと共に、管理職に報告をする。 

（組織的対応の検討） 

・いじめが起きている可能性が高まった場合は、組織的対応を検討するために、いじめ対策委員会を開催する。 

（該当児童への支援・指導） 

・いじめを受けた児童に対しては、最後まで守り抜くことを最優先に、児童および保護者に対して適切な支援を行う。 

・いじめをした児童に対しては、保護者の協力を得ながら、適切かつ毅然とした指導を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ対策委員会 

〈いじめ対策委員会の役割〉 

・基本方針に基づく取り組みの実施や、実態把握、

発生したいじめ事案への対応 

〈いじめ対策委員会の開催時期〉 

・学期１回定例実施。その他必要に応じて随時 

〈いじめ対策委員会の内容の教職員への伝達〉 

・直近の終礼で全教職員に伝達 

〈いじめ対策委員会の構成メンバー〉 

・校内：校長、副校長、教頭、教務主任、 

生徒指導主事、学年主任、養護教諭 

・校外：ＰＴＡ会長（必要に応じて）、 

スクールカウンセラー（必要に応じて） 

 

 
全  教  職  員 



倉敷市立茶屋町小学校 いじめ問題への対策に関する年間計画 

 

会議、委員会 等 
学 校 が 実 施 す る 取 組 

① いじめ防止の取組 ② 早期発見の取組 ③ いじめへの対処 

４月 

○職員会議 

 基本方針の確認 

○生徒指導部会 

○学年集会、学級づくり 

          （各学年・学級） 

○担任による児童理解と実態把握 ○発生事案への対処（随時） 

 

○対応手順の確認（生徒指導部会） 

５月 

○生徒指導部会 

 

○学年集会（各学年） ○ＳＮＳに特化したアンケート（高学

年を中心に） 

○アンケート結果の検討（各学級） 

  必要に応じて対処 

６月 

○生徒指導部会 

○第１回いじめ対策委員会 

 

 

○第１回校内なかよし旬間 

（兼「いじめについて考える週間」） 

○学年集会（各学年） 

○児童アンケートの実施 

（教育相談担当） 

 必要に応じて教育相談を実施 

○第１回教育相談週間（各学級） 

○アンケート結果の検討（各学級） 

  必要に応じて対処 

７月 

○職員研修 

○生徒指導部会 

○学年集会（各学年） ○保護者との個人懇談（各学級）  

８月 
○職員研修 

 

   

９月 

○保護者研修 

○生徒指導部会 

○学年集会（各学年） ○ＳＮＳに特化したアンケート（高学

年を中心に） 

○アンケート結果の検討（各学級） 

  必要に応じて対処 

10月 

○第２回いじめ対策委員会 

○生徒指導部会 

 

○秋の遠足（１～５年） 

 

○学年集会（各学年） 

○児童アンケートの実施 

（教育相談担当） 

必要に応じて教育相談を実施 

○第２回教育相談週間（各学級） 

○アンケート結果の検討（各学級） 

  必要に応じて対処 

11月 

○生徒指導部会 

 

 

○第２回校内なかよし旬間 

（兼「いじめについて考える週間」） 

○学年集会（各学年） 

  

12月 
○生徒指導部会 

 

○学年集会（各学年） ○保護者との個人懇談（各学級）  

１月 

○生徒指導部会 

 

○学年集会（各学年）   

２月 

○生徒指導部会 

○第３回いじめ対策委員会 

 

 

○学年集会（各学年） ○児童アンケートの実施 

（教育相談担当） 

必要に応じて教育相談を実施 

○第３回教育相談週間（各学級） 

○アンケート結果の検討（各学級） 

  必要に応じて対処 

３月 

○生徒指導部会 

 

 

○学年集会（各学年）   

 

 

 

 

年間を通して行う取組 

・生徒指導部会での情報交換                 ・学年集会での一斉指導 

・教職員間の情報交換・ミニ研修（終礼）           ・テレビ放送での全校一斉指導 


